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ＮＴＴ退職者の会岐阜 検索
ＮＴＴ労組退職者の会岐阜県支部協議会の

ＨＰ（ホームページ）を開設しました。 皆さんの身近な情報を掲載したいと思います。
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「
人
は
人
の
間
に
生
ま
れ
、

育
ま
れ
な
が
ら
成
長
し
、
や
が

て
人
間
と
な
る
の
で
す
。」こ
れ

は
岐
阜
市
内
の
あ
る
中
学
校
の

卒
業
式
で
、
卒
業
生
代
表
が
読

み
上
げ
た
「
答
辞
」
の
冒
頭
の

部
分
で
す
。
最
近
の
卒
業
式

は
、
私
た
ち
の
時
代
と
は
違
っ

て
「
蛍
の
光
」
も
な
け
れ
ば

「
仰
げ
ば
尊
し
」
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
は
卒
業
式
ら
し
く

な
い
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ

る
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
卒
業
式
に
参
加
し
た
人
た

ち
の
心
に
残
る
内
容
と
な
る
よ

う
、
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
卒
業
生
に
よ
る

合
唱
。
卒
業
式
の
定
番
ソ
ン
グ

こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
卒
業
生

全
員
に
よ
る
合
唱
は
十
分
聞
き

応
え
が
あ
る
も
の
で
し
た
。

　

答
辞
は
次
の
よ
う
に
続
き
ま

す
。「
私
た
ち
は
今
日
卒
業
式
を

迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
に

至
る
に
は
、
生
徒
会
活
動
や
部

活
動
を
通
じ
て
育
ん
だ
ク
ラ
ス

の
仲
間
の
存
在
や
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
や
地
域
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
両
親
の
支
え
が

あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
明
日
か
ら

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
道

を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
三
年
間
を
通
じ
て
学
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
未

来
に
向
か
っ
て
進
ん
で
行
き
ま

す
。」さ
す
が
卒
業
生
代
表
！
と

思
わ
ず
叫
び
た
く
な
る
よ
う
な

立
派
な
答
辞
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
さ
て
、
順
番
が
逆
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
答

辞
の
前
に
は
在
校
生
代
表
に
よ

る
「
送
辞
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
二
年
生
の
女
の
子
が
読
み

上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た

実
に
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。

い
く
つ
か
の
具
体
例
を
挙
げ
な

が
ら
、
生
徒
会
活
動
や
部
活
動

を
通
じ
て
「
先
輩
方
」
か
ら
い

か
に
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
か

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
自
分
達
に

と
っ
て
い
か
に
大
切
な
も
の
で

あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
述

べ
、
感
謝
の
言
葉
で
締
め
く
く

る
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
書
き
ま
す

と
、
送
辞
の
内
容
と
し
て
は
当

然
の
内
容
だ
と
思
わ
れ
る
方
も

あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
彼

女
が
読
み
上
げ
た
送
辞
の
内
容

は
、
先
輩
と
の
や
り
と
り
の
模

様
が
実
に
丁
寧
に
描
か
れ
て
お

り
、
今
度
は
我
々
が
こ
れ
を
引

き
継
ぐ
ぞ
と
い
う
決
意
が
十
分

に
伝
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

さ
て
皆
さ
ん
。
私
た
ち
は
人

生
に
お
い
て
も
、
社
会
生
活
に

お
い
て
も
「
先
輩
」
と
言
わ
れ

る
年
齢
に
達
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
「
先
輩
」
と
呼
ば
れ
る
に

ふ
さ
わ
し
い
足
跡
を
残
し
て
き

た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
話

し
は
別
で
す
。
改
め
て
自
ら
に

問
い
直
し
て
見
る
と
、
あ
れ
や

こ
れ
や
で
き
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
人

生
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
も

う
そ
ん
な
に
多
く
の
こ
と
は
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
に

ベ
ス
ト
を
尽
く
す
。
そ
れ
は

「
今
よ
り
少
し
で
も
良
い
世
の

中
に
す
る
た
め
に
、
も
う
ひ
と

頑
張
り
す
る
こ
と
」
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。

◎旅行日程
◎コ　ー　ス
◎参　加　費

◎ご　返　事

◎そ　の　他

◎通　信　欄

◎乗車場所・時間の確認については、別途、各地区協か
らご連絡します。連絡のない方は、各地区協又は支部
協議会までご連絡ください。
◎お問い合わせは下記へお願いします。

5月21日（火）～22日（水）
金沢城特別拝観と粟津温泉などを訪ねる
￥22,000
※ご夫婦二人で１部屋を希望の方は、
　一人３，０００円増し
参加、不参加のご返事は、同封の葉書によ
り４月２0日(土)までにご返送をお願いしま
す。なお、ご家族や友人と同伴参加される
場合は、同伴者のお名前と間柄および同
室希望の有無をご記入願います。
ＪＲ岐阜駅前北口十六プラザ前『旧パル
ル』乗車の方は、乗車車両を指定させてい
ただきます。
原則バス旅行参加の皆様に公表しますの
で、公表を望まない方は記入しないようお
願いします。

岐 阜 地 区

西 濃 地 区

中 濃 地 区

東 濃 地 区

飛 騨 地 区

支部協議会

〃

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局長）

（事務局次長）

☎058-383-0701

☎0584-75-1088

☎0574-26-1578

☎0572-27-5155

☎0577-33-5008

☎058-265-4041

☎058-265-4041

藤 田 　 修

小 倉 厚 司

大 野 晋 司

井 口 尚 孝

長 瀬 敬 純

波多野　俊　勝

小 野 　 勉

ご返事は４月２0日（土）までに
同封の葉書で

ご返事は４月２0日（土）までに
同封の葉書で

旅 行 日 程

◆バス乗車場所と出発予定時刻

◆到着予定時刻

★各地より　 ⇒　 ひるがの高原ＳＡ＝＝五箇山 IC＝＝ささら館：五箇山《昼食》
　9:00（岐阜）　　10:30～ 10:45　　　　　　　　11:30～ 12:30（約１時間）
　＝＝金沢東ＩＣ＝＝金沢城跡【石川門特別拝観・見学】＝＝粟津温泉【泊】
　　　　　　　　　13:45～ 15:00（約１時間15分）　　16:20頃（写真撮影）

★ホテル　 ⇒ 　お菓子城・加賀藩　＝＝　北前船主の館・右近家【ボランティアガイドと散策】
　8:30出発　8:50～ 9:20【休憩・買物】　　　　　10:45～ 11:45（約１時間）
　＝＝リトリートたくら：南越前《昼食》＝＝賤ヶ岳ＳＡ＝＝養老ＳＡ　⇒　各地へ
　　　　12:15～ 13:15（約１時間）　※１号車と３号車のみ中部縦貫自動車道及び東海北陸自動車道経由

第１日目　５月21日（火）

第2日目　５月22日（水）

6　号　車
5　号　車

寿　号　車

3　号　車

２　号　車

１　号　車

【宿泊】 粟津温泉　のとや　☎0761-65-1711

で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
お
り
ま

す
。

　

開
湯
１
３
０
０
年
、創
業
か
ら
７

０
７
年
間
休
む
こ
と
な
く
地
下
５

ｍ
か
ら
湧
き
出
し
続
け
る
自
家
源

泉
は
、肌
に
優
し
い
温
泉
成
分
を

損
な
わ
ぬ
よ
う
、水
な
ど
は
一
切
加

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ま
ま
に
こ
だ
わ
っ
た
自
家

源
泉
１
０
０
％
の
湯
を
、大
浴
場
や

露
天
風
呂
な
ど
、広
々
し
た
お
風

呂
で
ゆ
っ
く
り
と
お
愉
し
み
く
だ

さ
い
。

北
前
船
主
の
館・右
近
家

　

江
戸
中
期
に
あ
た
る
天
明
・
寛

政
期
年
間（
西
暦
1
7
8
0
年
ご

ろ
）か
ら
明
治
40
年
代（
西
暦
１
９

１
０
年
ご
ろ
）に
至
る
ま
で
、北
前

船（
き
た
ま
え
ふ
ね
）を
運
航
し
莫

大
な
財
を
築
い
た
右
近
家
の
邸
宅

金
沢
城
石
川
門
の
特
別
拝
観

　

城
下
町
金
沢
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、兼
六
園
の
向
か
い
に
建
ち
、い
つ

も
記
念
撮
影
で
賑
わ
う
金
沢
城
石

川
門
。構
造
的
に
は
入
り
口
を
鉄

門
で
仕
切
り
、内
側
は
周
り
を
石

垣
で
区
切
っ
た
枡
形
門
で
あ
り
、二

層
の
菱
櫓
と
多
門
を
組
み
合
わ
せ

て
出
来
て
い
ま
す
。 

こ
の
石
川
門
の

特
別
拝
観
を
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
説
明
つ
き
で
見
学
し
ま
す
。

粟
津
温
泉
の
と
や

　

創
業
し
て
以
来
、７
０
０
年
と
い

う
長
い
歴
史
を
持
つ
由
緒
あ
る
粟

津
温
泉
の
温
泉
旅
館
で
、館
内
す

べ
て
の
温
泉
施
設
で
自
家
源
泉
を

使
って
お
り
ま
す
。外
人
客
や
日
帰

り
入
浴
を
断
り
、宿
泊
の
お
客
様

が
チ
ェッ
ク
イ
ン
か
ら
チ
ェッ
ク
ア
ウ

ト
ま
で（
24
時
間
）、い
つ
で
も
入
浴

を一般
公
開
し
た
も
の
。

　
「
北
前
船
」は
、早
い
話
が
沿
岸

貿
易
船
の
こ
と
で
あ
り
、各
地
の
港

で
海
産
物
や
名
産
品
を
買
い
付
け

て
船
に
積
み
、そ
れ
を
ま
た
別
の
港

で
売
り
さ
ば
き
な
が
ら
船
旅
を
行

く
も
の
で
、日
本
海
の
荒
ぶ
る
高
波

を
エ
ン
ヤ
コ
ラ
と
乗
り
越
え
て
、南

は
大
阪
か
ら
北
は
蝦
夷
地（
北
海

道
）ま
で
巡
って
い
た
と
い
う
。｠

　
つ
ま
り
は
誰
が
ど
う
考
え
て
も

簡
単
な
わ
け
が
な
い
仕
事
で
あ
り
、

運
送
と
行
商
が
一
体
化
し
た
商
売

と
言
え
る
。

　

木
造
帆
船
に
よ
る
長
期
の
船
旅

は
、い
つ
海
の
藻
屑
と
消
え
て
も
不

思
議
で
な
い
、べ
ら
ぼ
う
に
過
酷
で

危
険
な
も
の
だ
っ
た
。

　

近
代
ま
で
わ
が
国
に
お
い
て

「
講
」の
よ
う
な
制
度
で
し
か
補
償

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
海
運
事
業
の
危

険
を
担
保
す
る
た
め
に
、他
の
北

前
船
主
達
と
の
共
同
出
資
に
よ
り

「
日
本
海
上
保
険
」を
創
設
。物
流

か
ら
保
険
へ
と
大
規
模
な
事
業
転

換
を
図
っ
た
。

　

現
在
の「
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜
」で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と・・・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

会
長
　
武
　
田
　
康
　
郎

ＪＲ岐阜十六プラザ前9:00 ＩＣへ 
羽島市民会館前8:30 ＪＲ岐阜十六プラザ前9:00 ＩＣへ
揖斐川町地域交流センタ 池田町役場前8:05 ＪＲ大垣駅南口8:35
はなもも7:40   （駅前交番前） 
ＪＲ可児駅前6:45 JR美濃太田駅北口7:15 JAめぐみの関7:50
美濃市役所前8:15 相生法伝橋9:00 郡上市愛宕公園前9:30
ＩＣへ  
中津川市役所前6:50 ＪＲ恵那駅北7:15 ＪＲ瑞浪駅北7:45
ＪＲ土岐駅北8:00 多治見税務署前8:30 ＩＣへ
ＪＲ下呂駅8:50 萩原中央駐車場9:20 ＪＲ髙山駅西口10:20

６号車：ＪＲ岐阜十六プラザ前16:30
５号車：羽島市民会館前16:15　→　ＪＲ岐阜十六プラザ前16:45　　　　　　 　
寿号車：ＪＲ大垣駅南口（駅前交番前）15:30　→　池田町役場前15:50　→　
　　　　揖斐川町地域交流センタはなもも16:15
３号車：郡上市愛宕公園前16:35　→　相生法伝橋16:50　 → 　美濃市役所前17:30　→
　　　　ＪＡめぐみの関17:50　→　ＪＲ美濃太田駅前18:20　→　ＪＲ可児駅前18:40
２号車：多治見税務署前17:00　→　ＪＲ土岐駅北17:20　→　ＪＲ瑞浪駅北17:40　→
　　　　ＪＲ恵那駅北18:10　→　中津川市役所前18:40　　　　
１号車：ＪＲ髙山駅西口17:30　→　萩原中央駐車場18:30　→　ＪＲ下呂駅18:50

会費は２２，０００円～
　第４1回バス旅行は、金沢城石川門の特別拝観（貸切）や北前
船主の館・右近家などを訪ねる粟津温泉一泊の旅です。会費は
昨年と同じ￥22，000円です！！
　但し、ご夫婦で１室利用は、一人3，000円増しです。　

５月２1日（火）～２2日（水）５月２1日（火）～２2日（水）

金沢城石川門特別拝観と
粟津温泉などを訪ねる
金沢城石川門特別拝観と
粟津温泉などを訪ねる
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麻雀の部準優勝
辻　敏朗さん

囲碁A優勝
中西利夫さん

囲碁Ｂ優勝
児玉文男さん

２０１9年新春テーブルゲーム大会２０１9年新春テーブルゲーム大会
　情報労連岐阜県協議会・NTT労組岐阜県グループ
連絡会主催の新春恒例テーブルゲーム大会が、１月
12日（土）岐阜市内のワークプラザ岐阜において現
役組合員、退職者の会会員あわせて４6名が参加し
て開催されました。
　我が会員は囲碁（ＡBクラス）で優勝、麻雀の部で準
優勝するなど、上位入賞者を多く出し、盛り沢山の商
品を獲得しました。

　2月28日～3月1日、大垣
市多目的交流イベントハウ
スで開催。40名から120点
と多くの出展がありました。
　３月１日朝刊に、岐阜新聞
と中日新聞に掲載されたこ
ともあって、見学来場者も
140名と大盛況の開催とな
りました。　　　　　　　　
　　　　（日比野正和　記）

　岐阜地区協議会では　3月27
日恒例の花見懇親会を七十八名
が参加し、長良川河畔のホテルパ
ークで開催しました。今年の桜は
開花はしましたが（三分咲き）護国
神社のエドヒガンサクラは満開で、今年もさくら見物がで
きました
　会場には細江分会長　太田維久県会議員・柳原覚岐阜
市会議員・松野藤四郎瑞穂市会議員及び今期で引退され
る渡辺要岐阜市会議員の挨拶を頂きました。
　懇親会では小野会員の司会のもと、名古屋でバンド活
動を展開されている和田信也さんのサックス演奏・シャン
ソン歌手として活動されている藤田富士子さんの歌、また
共演で「可愛い花」等を演奏して頂き大いに盛り上がりま
した。つづいてカラオケ同会メンバーが自慢の喉で新曲等
を披露、飛び入りも沢山あり会員同志旧交を温めることが
できました。　　　　　　　　　　　　（藤田　修　記）

　西濃地区協議会は、3月19日(火)参加者36名で
会員相互の親睦を目的とした日帰りバス旅行に海
上自衛隊・舞鶴地方隊基地がある舞鶴港をめぐる遊
覧船クルーズを自衛隊ＯＢの方の説明を聞きなが
ら楽しんで来ました。
　湾内には各種艦船が停泊しており海側からの見
学でしたが、近くで見る艦船の大きさに圧倒されま
した。
　港めぐりの後はいけす料理「卑弥呼」でお腹を満
たし、敦賀の「日本海さかな街」でお土産を買い求
めるなど笑顔の一日を過ごす事が出来ました。

（小倉厚司　記）

第23回カラオケ交流会を昨年とほぼ同じ要領で開催します。
多数の皆様の参加をお待ちしております。

開催日時　６月５日（水）
　　　　　午前９時３０分～
開催会場　ホテルパーク
　　　　　（カラオケラウンジ明星）
参加会費　２，５００円
発　表　曲　一人２曲予定

参加申込
参加希望者は5月２０日
（月）までに各サークル代
表者又は支部協事務局ま
でご連絡下さい。
☎058-265-4041

西濃地区第２7回余技作品展の開催（西濃）

桜はぼちぼち
（岐阜地区花見交流会）
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中濃真まん中GG
（グラウンドゴルフ）

同好会（中濃）

●
中
濃
真
ま
ん
中
G
G
同
好
会
は
、
平
成
12
年

６
月
に
発
足
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

発
足
の
目
的
は
、
N
T
T
ー
O
B
・
O
G
の

方
々
に
多
く
野
外
に
出
て
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

衰
え
が
ち
な
身
体
を
伸
ば
し
、
老
い
て
も
共
に

健
康
体
の
維
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。

　

年
間
の
定
期
交
流
会
は
３
回
開
催
し
、
実
施

時
期
は
７
月
、
10
月
、
11
月
の
原
則
第
１
火
曜

日
に
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
み
11
月
は

第
1
水
曜
日
と
し
ま
す
。

　

年
ご
と
の
開
催
日
と
場
所
は
、
４
月
の
「
友

情
」
配
布
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

会
員
数
は
50
名
を
数
え
ま
す
が
、
参
加
人
員

は
こ
れ
ま
で
15
名
程
度
で
し
た
が
、
昨
年
７
月

か
ら
賞
品
に
女
子
の
部
を
設
け
た
と
こ
ろ
２
倍

の
30
名
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
よ

り
楽
し
い
同
好
会
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

《
お
願
い
》 

開
催
当
日
の
天
候
が
危
ぶ
ま
れ
る
場
合
は
、
各
地
区
の
幹
事
ま

で
お
尋
ね
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
岡
本　

修
・
記
）

飛騨茶道
同好会（飛騨）

●
平
成
30
年
11
月
２
日
に
、
国
際
平
和
デ
ー
の
国

際
会
議
や
式
典
等
が
高
山
市
主
催
、
日
本
木
彫
芸

術
財
団
共
済
に
よ
り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
美
術
館
で
、
来
場
者
に
日
本
伝

統
文
化
の
着
物
着
付
教
室
や
発
展
会
に
よ
る
琴
・

尺
八
が
演
奏
さ
れ
、
私
達
茶
道
同
好
会
で
は
抹
茶

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
美
術
館
ロ
ビ
ー
の
一
角
に
、
会
員
持

寄
り
の
吊
り
雛
や
連
鎖
折
鶴
を
飾
り
、
来
高
さ
れ

た
各
国
の
大
使
や
随
行
の
方
々
の
目
に
留
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
が
身
振
り
手
振

り
を
交
え
た
応
対
に
よ
り
、
喜
ば
れ
る
表
情
が
と

て
も
豊
か
で
、
抹
茶
も
「
大
変
美
味
し
い
」
と
片

言
で
お
礼
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
達
は
、
嬉
し
く
程
よ
い
緊
張
感
を
持
ち
な
が

ら
笑
顔
で
応
対
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
人
た
ち
の

心
を
見
え
、
一
期
一
会
で
あ
り
な
が
ら
も
心
が

通
っ
た
意
味
深
い
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
山
は
観
光
地
で
す
。
今
後
英
語
の
マ
ナ
ー
で

も
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
（
五
ヶ
山
絹
子
／
記
）

&

　NTT労組岐阜県グループ連絡会主催
の、２０１9年３月末でNTTグループから
退職される組合員に対し、退職後の共済
の取扱い等の説明、手続きを実施すると
ともに退職者の会への加入促進に向け
た説明会が、２月13日に美濃加茂市内
で、2月15日に岐阜市内で、2月22日
は名古屋で、開催され、併せて80名の
参加がありました。
　退職後、家族を含めた「親睦と交流・安
心・信頼・生きがい」に通じる入会の意義
を熱く訴え、当日会場において、71名の
方に入会して頂きました。今後さらに一
人でも多くの仲間が増えるよう、勧奨し
て行くこととします。

退
職
予
定
者
説
明
会
の
開
催

退
職
予
定
者
説
明
会
の
開
催

カラオケ交流会参加者募集

皆さまのご支援をお願いします。

組
織
内
議
員

「
吉
川
さ
お
り
」

参
議
院
議
員

西濃地区協議会バス旅行西濃地区協議会バス旅行


